
巻末資料 
 

 

１.施工管理項目等参考例 

 

 (1) 有機系被覆工法 

① 直接測定による出来形管理 

 ② 撮影記録による出来形管理 

 ③ 施工管理様式 

 ④ 品質管理（案） 

 

 

(2) パネル被覆工法 

① 直接測定による出来形管理 

 ② 撮影記録による出来形管理 

 ③ 施工管理様式 

 ④ 品質管理（案） 
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(
1
)
 
有

機
系

被
覆
工

法
 

①
 
直

接
測
定

に
よ
る

出
来
形

管
理

 

工
 
種
 

項
 
目
 

管
理
基
準

値
 

規
格
値
（

参
考
）
 

測
定
基
準
 

管
理
方
式
 

測
定
箇
所

標
準
図
 

適
 
用
 

管
理
図
表
（
土
木
施
工

管
理

基
準

別
表

第
４

の
様
式

2
-1
,2
-2
）
に

よ
る
も
の
 

管
理
図
表
（
土
木
施

工
管

理
基

準
別

表

第
４
の
様
式

3-
1）

に
よ
る
も
の
 

素
地
調
整

工
 

除
錆
度
 

除
錆

度
判

定
写

真
帳

等
と

比
較
し
、
設
計
図

書
以
上

の
除

錆
度

と
な

っ
て

い
る

か
確

認
す
る

。
 

同
左
 

施
工
延
長

概
ね

5
0
m
に
つ

き
1
か
所

の
割
合

で
撮
影

す
る
。
上

記
未
満
は

2
か

所
撮
影
す

る
。
両

側
壁
を

施
工
し
た

場
合
は

1
か
所

に
つ
き
、
左
右
側

壁
の
２

点
を
撮
影

す
る
。
 

－
 

－
 

 
 

被
覆
工
 

塗
膜
厚
（

Ｔ
）
 
塗

膜
厚

平
均

値
が

設
計

膜
厚

以
上

か
つ

測
定

値
の

小
値

が
設

計
膜

厚
の

7
0
%

以
上
 

同
左
 

施
工
延
長

概
ね

5
0
m
に
つ

き
1
か
所

の
割
合

で
撮
影

す
る
。
上

記
未
満
は

2
か

所
撮
影
す

る
。
両

側
壁
を

施
工
し
た

場
合
は

1
か
所

に
つ
き
、
左
右
側

壁
の
２

点
を
撮
影

す
る
。
 

測
定
値

20
点

以
上
 

測
定

値
20

点
未

満
 

 
 

面
積
（
Ａ

）
 

－
 

施
工
面
積

≧
設
計

面
積
 

全
施
工
面

積
に
つ

い
て
、

断
面

が
変

化
す

る
ご

と
に

展
開

図
又

は
そ

の
他

の
方

法
に

よ
り

測
定

す
る

。
 

－
 

断
面

ご
と

の
施

工
面

積
 

 
 

外
観
 

施
工

面
に

塗
り

む
ら

、
膨

れ
、
亀
裂

、
ピ
ン

ホ
ー
ル

、
凹

凸
等

が
な
い

こ
と
 

下
塗

り
の

塗
膜

が
透

け
て

見
え
な
い

こ
と
 

広
範

囲
に

著
し

い
た

れ
が

な
い
こ
と
 

 

同
左
 

施
工
延
長

概
ね

5
0
m
に
つ

き
1
か
所

の
割
合

で
撮
影

す
る
。
上

記
未
満
は

2
か

所
撮
影
す

る
。
両

側
壁
を

施
工
し
た

場
合
は

1
か
所

に
つ
き
、
左
右
側

壁
の
２

点
を
撮
影

す
る
。
 

－
 

－
 

 
 

管
理
基
準

値
‥
‥

‥
‥
管

理
基
準

値
は
、

「
規
格

値
」
の

範
囲
内

に
収
ま

る
よ
う

、
受
注

者
が
実

施
す
る

施
工
管

理
の
「

目
標
値

」
と
し

て
示
し

た
も
の

で
あ
る

。
 

規
 格

 値
‥
‥
‥

‥
規
格

値
は
、

設
計
値

と
出
来

形
測
定

値
、
試

験
値
と

の
差
の

限
界
値

で
あ
り

、
測
定

・
試
験

値
は
全

て
規
格

値
の
範

囲
内
に

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。
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②
 
撮

影
記
録

に
よ
る

出
来
形

管
理
 

工
 

 
種

 
撮

 影
 基

 準
 

撮
 影

 箇
 所

 
撮

 影
 方

 法
 

適
 

用
 

共 通 工 事
 

１
．

一
般

  
「

土
木

工
事

施
工

管
理

基
準

」
（

平
成

17
年

3
月

28
日

付
け

1
6
農

振
第

22
3
2
号

農
村

振
興

局
長

通
知

）
別

表
第

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

～
 

 
 

省
 

 
略

 
 

 
～

 

鋼 矢 板 水 路 補 修 工
 

２
．

素
地

調
整

工
 

施
工

延
長

概
ね

50
m
に

つ
き

1

か
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
上

記
未

満
は

2
か

所
撮

影
す

る
。

両
側

壁
を

施
工

し
た

場
合

は
1

か
所

に
つ

き
、
左

右
側

壁
の

２

点
を

撮
影

す
る

。
 

施
工

前
後

の
素

地
表

面
の

状
況

、
施

工
状

況
、
使

用
機

械
、

施
工

時
の

洗
浄

圧
力

、
除

錆
度
（

色
見

本
と

素
地

表
面

の

比
較

）
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。
 

 
 

３
．

被
覆

工
 

施
工

延
長

概
ね

50
m
に

つ
き

1

か
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
上

記
未

満
は

2
か

所
撮

影
す

る
。

両
側

壁
を

施
工

し
た

場
合

は
1

か
所

に
つ

き
、
左

右
側

壁
の

２

点
を

撮
影

す
る

。
 

施
工

状
況

、
使

用
機

械
、
塗

料
の

配
合

状
況

、
被

覆
厚
（

必

要
に

応
じ

て
塗

装
構

成
ご

と
）
、
仕

上
が

り
状

況
、
寸

法
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。
 

 

全
１

回
 

材
料
（

塗
装

材
、
シ

ー
リ

ン
グ

材
等

）
の

総
使

用
量

が
分

か
る

も
の

（
空

缶
等

）
を

撮
影

す
る

。
 

施
工

後
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  ③ 施工管理様式 

 

 

施工年月日： 令和   年   月   日 

工事名：   

受注会社名：   測定者：

施工
工程名 

相当

mg/m2（NaCl 換算）

管理種目 測点：(例)No.○～No.○

部位：(例)右岸側壁

測点：
部位：

測点：
部位：

むら
無・有

(       )
無・有

(       )
無・有

(       )

流れ
無・有

(       )
無・有

(       )
無・有

(       )

剥がれ
無・有

(       )
無・有

(       )
無・有

(       )

浮き
無・有

(       )
無・有

(       )
無・有

(       )

ひび割れ 無・有
(       )

無・有
(       )

無・有
(       )

硬化不良 無・有
(       )

無・有
(       )

無・有
(       )

無・有
(       )

無・有
(       )

無・有
(       )

※外観の欄において、むら、流れ、剥がれ、浮き、ひび割れ、硬化不良等が「有」となった場合は、下段
（）に処置位置・内容を記入する。 

素地調整程度
（ISO8501-1 による除錆度の区分） 

塩分測定 ※1

※1 塩分量が 50mg/m2（NaCl 換算）以上付着している場合は、表面の塩分除去を行わなければならない。

<記入例> 有機系被覆工法  管理結果及び処置の位置・内容

管理項目 

施工管理 外観

その他
（空欄に具体的な
内容を明記）

施工管理記録（例）(有機系被覆工法 外観)

天候及び 
屋外環境 

[天候]： [気温]： 高   ℃   低    ℃

[測定年月日]： 
 令和  年  月  日 

[測定時間]：   時   分 ～   時   分
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④
 
品

質
管
理

（
案
）
 

工
種
 

項 目
 

区
分
 

試
験
（
測

定
）
項

目
 

照
査
方
法
 

試
験
基
準
 

（
参
考
）

規
格
値
 

管
理

方
式
 

処
 
置
 

鋼 矢 板 水 路 補 修 工 

有 機 系 被 覆 工 法 

材
料
 

耐
腐
食
性

試
験
 

J
I
S
 K
5
6
00
-
7-
9「

塗
料
一
般

試
験

方
法

−
第

7 
部

：
塗

膜

の
長
期
耐

久
性

−第
9
節
：
サ

イ
ク
ル
腐

食
試
験

方
法
」（

サ

イ
ク
ル

D×
36
0
サ
イ

ク
ル
）
 

工
法
の
性

能
、
材

料
の
配
合
や

構
造
等

 が
変

わ
る
ご

と
に
実

施
 

さ
び
、
膨

れ
、
割

れ
、
剥

が
れ
が
な

い
こ
と
 

－
 

(
1
)試

験
報
告

書
記
載

の

試
験
内
容

、
試
験
結

果
を

確
認
し

、
必

要
に
応

じ
て

立
会
検
査

を
行
う

。
 

(
2
)規

格
値
の

範
囲
に

収

ま
ら
な
い

材
料
は

使
用

し
て
は
な

ら
な
い

。
 

付
着
性

試
験
 

標
準
条
件
 

J
I
S
 K
5
60
0
-5
-
7 

又
は
 

J
I
S
 H
8
30
0 

付
着
強
度

1.
5
N/
m
m2

以
上
 

※
試

験
後
の

供
試
体

に
さ

び
、
膨
れ

、
割
れ

、
剥
が

れ
が
な
い

こ
と
 

耐
液
体
性

試
験
後

※
 

耐
湿
潤
冷

熱
繰
返

し
 

試
験
後

※
 

耐
候
性
試

験
 

J
I
S
 K
5
6
00
-
7-
7「

塗
料
一
般

試
験
方
法

−第
7
 部

：
塗
膜

の
長
期
耐

久
性

−第
7
節
：
促

進
耐
候
性

及
び
促

進
耐
光

性

（
キ
セ
ノ

ン
ラ
ン

プ
法
）

」
 

（
キ
セ
ノ

ン
2
,
00
0
時
間

）
 

さ
び
、
膨

れ
、
割

れ
、
剥

が
れ
が
な

い
こ
と
 

耐
衝
撃
性

試
験
 

J
I
S
 K
5
60
0
-5
-
3 

（
デ
ュ
ポ

ン
式
）
 

割
れ
、
剥

が
れ
が

な
い
こ

と
 

施
工
 

付
着
強
度

試
験
 

J
I
S
 K
5
60
0
-5
-
7 

又
は
 

J
I
S
 H
8
30
0 

被
覆
後

50
0
m2
ご

と
に
１

箇
所

（
左
右
側

壁
各
１

点
）
、
１
点

当
た
り
の

試
験
数

は
３
個
。
た

だ
し
、
工

法
の
性

能
、
材
料
の

配
合
や
構

造
等
が

変
わ
る
ご

と
に
実
施
 

個
々
の
値
が

1
.5
N
/m
m2

以

上
 

－
 

－
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(
2
)
 
パ

ネ
ル

被
覆
工

法
 

①
 
直

接
測
定

に
よ
る

出
来
形

管
理
 

工
 
種
 

項
 
目
 

管
理
基
準

値
 

規
格
値
（

参
考
）
 

測
定
基
準
 

管
理
方
式
 

測
定
箇
所

標
準
図
 

適
 
用
 

管
理
図
表
（
土
木
施

工
管

理
基

準
別

表

第
４

の
様

式

2
-
1,
2-
2
）

に
よ

る

も
の
 

管
理
図
表
（
土
木
施

工
管

理
基

準
別

表

第
４
の
様
式

3-
1）

に
よ
る
も
の
 

素
地
調
整

工
 

除
錆
度
 

除
錆

度
判

定
写

真
帳

等
と

比
較
し
、
設
計
図

書
以
上

の
除

錆
度

と
な

っ
て

い
る

か
確

認
す
る

。
 

同
左
 

施
工

延
長

概
ね

5
0
m

に
つ

き
1

か
所

の
割

合
で

撮
影

す
る
。
上
記

未
満
は

2
か
所

撮
影
す
る
。
両
側
壁

を
施
工

し
た

場
合

は
1

か
所

に
つ

き
、
左
右
側

壁
の
２

点
を
撮

影
す
る
。
 

－
 

－
 

 
 

パ
ネ
ル
被

覆
工
 

溶
接

長
（

脚
長

）
※
 

指
定

脚
長

を
下

回
っ

て
は

な
ら
な
い

。
 

た
だ
し
、
1
溶
接

線
の
長

さ
の

5
％
以
下
で

-1
.
0m
m

ま
で

は
認
め

る
。
 

同
左
 

施
工

延
長

概
ね

5
0
m

に
つ

き
1

か
所

の
割

合
で

撮
影

す
る
。
上
記

未
満
は

2
か
所

撮
影
す
る
。
両
側
壁

を
施
工

し
た

場
合

は
1

か
所

に
つ

き
、
左
右
側

壁
の
２

点
を
撮

影
す
る
。
 

測
定

値
20

点
以

上
 

測
定

値
20

点
未

満
 

 
※

す
み

肉
溶

接
の

場
合
 

 
施

工
延
長
 

 
-
0
.
1％

 
た

だ
し
、

延
長

1
5
0m

未
満
の

場
合

に
は
-
1
50
mm

以
内
 

 
 

 
 

 

 
側

壁
高

さ
（

Ｈ
）
 

±
1
5m
m 

 
-
2
5
mm
 

施
工

延
長

概
ね

5
0
m

に
つ

き
1

か
所

の
割

合
で

撮
影

す
る
。
上
記

未
満
は

2
か
所

撮
影
す
る
。
両
側
壁

を
施
工

し
た

場
合

は
1

か
所

に
つ

き
、
左
右
側

壁
の
２

点
を
撮

影
す
る
。
 

測
定

値
20

点
以

上
 

測
定

値
20

点
未

満
 

 
 

面
積
（
Ａ

）
 

－
 

施
工
面
積

＞
設
計

面
積
 

全
施
工
面

積
に
つ

い
て
、
断

面
が

変
化

す
る

ご
と

に
展

開
図

又
は

そ
の

他
の

方
法

に
よ
り
測

定
す
る

。
 

 

 
断

面
毎

の
施

工
面

積
 

 
 

 

N
o
.X
 

N
o
.Y
 

N
o
.Z
 

λ
1 

λ
4 

λ
5 λ

3 
λ
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側
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工
 
種
 

項
 
目
 

管
理
基
準

値
 

規
格
値
（

参
考
）
 

測
定
基
準
 

管
理
方
式
 

測
定
箇
所

標
準
図
 

適
 
用
 

管
理
図
表
（
土
木
施

工
管

理
基

準
別

表

第
４

の
様

式

2
-
1,
2-
2
）

に
よ

る

も
の
 

管
理
図
表
（
土
木
施

工
管

理
基

準
別

表

第
４
の
様
式

3-
1）

に
よ
る
も
の
 

パ
ネ
ル
被

覆
工
 

裏
込

め
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

厚
さ
(
Ｔ
) 

+
2
0
mm
、
-
1
3m
m 

-
2
0
mm
 

施
工

延
長

概
ね

5
0
m

に
つ

き
1

か
所

の
割

合
で

撮
影

す
る
。
上
記

未
満
は

2
か
所

撮
影
す
る
。
両
側
壁

を
施
工

し
た

場
合

は
1

か
所

に
つ

き
、
左
右
側

壁
の
２

点
を
撮

影
す
る
。
 

測
定

値
20

点
以

上
 

測
定

値
20

点
未

満
 

 
 

管
理
基
準

値
‥
‥

‥
‥
管

理
基
準

値
は
、

「
規
格

値
」
の

範
囲
内

に
収
ま

る
よ
う

、
受
注

者
が
実

施
す
る

施
工
管

理
の
「

目
標
値

」
と
し

て
示
し

た
も
の

で
あ
る

。
 

規
 格

 値
‥
‥
‥

‥
規
格

値
は
、

設
計
値

と
出
来

形
測
定

値
、
試

験
値
と

の
差
の

限
界
値

で
あ
り

、
測
定

・
試
験

値
は
全

て
規
格

値
の
範

囲
内
に

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。
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②
 
撮

影
記
録

に
よ
る

出
来
形

管
理
 

工
 

 
種

 
撮

 影
 基

 準
 

撮
 影

 箇
 所

 
撮

 影
 方

 法
 

備
 考

 

共 通 工 事
 

１
．

一
般

 
「

土
木

工
事

施
工

管
理

基
準

」
（

平
成

17
年

3
月

28
日

付
け

1
6
農

振
第

22
3
2
号

農
村

振
興

局
長

通
知

）
別

表
第

２
 

～
 

 
 

省
 

 
略

 
 

 
～

 

鋼 矢 板 水 路 補 修 工
 

２
．

素
地

調
整

工
 

施
工

延
長

概
ね

50
m
に

つ
き

1
か

所
の

割
合

で

撮
影

す
る

。
上

記
未

満
は

2
か

所
撮

影
す

る
。

両
側

壁
を

施
工

し
た

場
合

は
1
か

所
に

つ
き

、

左
右

側
壁

の
２

点
を

撮
影

す
る

。
 

施
工

前
後

の
素

地
表

面
の

状
況

、
施

工
状

況
、

使
用

機
械

、
施

工
時

の
洗

浄
圧

力
、

除
錆

度
（

色
見

本
と

素
地

表
面

の
比

較
）
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。
 

 
 

３
．

被
覆

工
 

（
パ

ネ
ル

被
覆

工
法

）
 

パ
ネ

ル
 

施
工

延
長

概
ね

50
m
に

つ
き

1
か

所
の

割
合

で

撮
影

す
る

。
上

記
未

満
は

2
か

所
撮

影
す

る
。

両
側

壁
を

施
工

し
た

場
合

は
1
か

所
に

つ
き

、

左
右

側
壁

の
２

点
を

撮
影

す
る

。
 

施
工

状
況

、
外

観
検

査
、
そ

の
他

必
要

箇

所
を

撮
影

す
る

。
 

 

接
続

金
具

溶
接

 
施

工
延

長
概

ね
50

m
に

つ
き

1
か

所
の

割
合

で

撮
影

す
る

。
上

記
未

満
は

2
か

所
撮

影
す

る
。

両
側

壁
を

施
工

し
た

場
合

は
1
か

所
に

つ
き

、

左
右

側
壁

の
２

点
を

撮
影

す
る

。
 

施
工

状
況

、
溶

接
本

数
（

パ
ネ

ル
単

位
当

た
り

溶
接

本
数

）
、
溶

接
長

、
そ

の
他

必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。
 

 

裏
込

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

 

施
工

延
長

概
ね

50
m
に

つ
き

1
か

所
の

割
合

で

撮
影

す
る

。
上

記
未

満
は

2
か

所
撮

影
す

る
。

両
側

壁
を

施
工

し
た

場
合

は
1
か

所
に

つ
き

、

左
右

側
壁

の
２

点
を

撮
影

す
る

。
 

施
工

状
況

、
厚

さ
（

表
4.

2
-1

中
性

化
速

度
の

品
質

規
格

値
以

上
）
、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。
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③ 施工管理様式 

施工年月日： 令和   年   月   日

工事名：   

受注会社名：   測定者：

施工
工程名 

相当

mg/m2（NaCl 換算）

欠損
無・有 

(       ) 
無・有

(       )
無・有

(       )

ひび割れ
無・有 

(       ) 
無・有

(       )
無・有

(       )

膨れ
無・有 

(       ) 
無・有

(       )
無・有

(       )

たわみ
無・有 

(       ) 
無・有

(       )
無・有

(       )

アンカー設置
良・否 

(       ) 
良・否

(       )
良・否

(       )

充填
良・否 

(       ) 
良・否

(       )
良・否

(       )

むら
無・有 

(       ) 
無・有

(       )
無・有

(       )

剥がれ
無・有 

(       ) 
無・有

(       )
無・有

(       )

浮き
無・有 

(       ) 
無・有

(       )
無・有

(       )

ひび割れ
無・有 

(       ) 
無・有

(       )
無・有

(       )

硬化不良
無・有 

(       ) 
無・有

(       )
無・有

(       )

段差
無・有 

(       ) 
無・有

(       )
無・有

(       )

裏込めコンク
リート打設 充填

良・否 
(       ) 

良・否
(       )

良・否
(       )

水抜き設置
良・否 

(       ) 
良・否

(       )
良・否

(       )

目地充填
良・否 

(       ) 
良・否

(       )
良・否

(       )

無・有 
(       ) 

無・有
(       )

無・有
(       )

外観の欄において、欠損、浮き、ひび割れ、膨れ、たわみ、ひび割れ等が「否」もしくは「有」となった場合
は、下段（）に処置位置・内容を記入する。

※1 塩分量が 50mg/m2（NaCl 換算）以上付着している場合は、表面の塩分除去を行わなければならない。

<記入例> パネル被覆工法  管理結果及び処置の位置・内容

塩分測定 ※1

施工
管理

パネル外観 

目地外観

水抜き工外観

その他
（空欄に具体的な内容を明記）

素地調整程度
（ISO8501-1 による除錆度の区分） 

管理種目 管理項目
測点： (例)No.○～No.○

部位： (例)右岸側壁

測点：
部位：

測点：
部位：

施工管理記録（例）（パネル被覆工法 外観)

天候及び 
屋外環境 

[天候]： [気温]： 高   ℃   低    ℃

[測定年月日]：
 令和  年  月  日

[測定時間]：   時   分 ～   時   分
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④
 
品

質
管
理

（
案
）

 

工
種
 

項
目
 

区
分
 

要
求

性
能
 

試
験
（
測

定
）
項

目
 

照
査
方
法
 

試
験
基
準
 

（
参
考
）

規
格
値
 

管
理
方
式
 

処
置
 

鋼 矢 板 水 路 補 修 工 

パ ネ ル 被 覆 工 法 

材
料
 

基 本 的 性 能 

中
性
化
抑

止
性
試

験
 

コ
ン
ク
リ

ー
ト
標

準
示
方

書
（
設

計

編
）
の
中

性
化
速

度
予
測

式
に
よ

る
 

工
法
の
性

能
、
材
料
の

配
合
や
構

造
等
が

変

わ
る
毎
に

実
施
。
 

3
0
年
後
の

中
性
化

残
り
が

1
0
m
m
以
上

と
な
る

中
性
化

速
度
 

－
 

(
1
)試

験
報
告

書
記

載
の
試
験

内
容
、

試

験
結
果
を

確
認
し

、

必
要
に
応

じ
て
立

会

検
査
を
行

う
。
 

(
2
)規

格
値
の

範
囲

に
収
ま
ら

な
い
材

料

は
使
用
し

て
は
な

ら

な
い
。
 

耐
候
性
試

験
 

J
S
C
E-
K
 5
1
1「

表
面
被
覆

材
の
耐

候
性

試
験
方
法

(案
)」

 

（
キ
セ
ノ

ン
3
,
00
0
時
間

又
は
サ

ン

シ
ャ
イ
ン

1
,8
00

時
間
）
 

有
機
系
パ

ネ
ル
材

の
膨

れ
、
ひ
び
割

れ
、
剥

が
れ

、

変
形
が
な

い
こ
と
 

一 体 化 性 試 験 

有
機
系
パ

ネ
ル

材
の
熱
膨

張
係

数
 

J
I
S
 K
6
91
1「

熱
硬
化

性
プ
ラ
ス

チ
ッ

ク
一
般
試

験
方
法

」
 

熱
膨
張
係

数
2
.
0×

1
0
-
5
/℃

以
下
 

個 別 的 性 能 

耐
凍
害
性
 

J
I
S
 A
1
14
8 

（
A
法

30
0
サ

イ
ク
ル

）
 

－
 

8
5
%以

上
 

－
 

－
 

J
I
S
-A
1
12
8「

フ
レ
ッ

シ
ュ
コ
ン

ク
リ

ー
ト
の
空

気
量
の

圧
力
に

よ
る
試

験

方
法
−
空
気
室

圧
力
方

法
」
 

－
 

パ
ネ
ル
材

作
成
に

使
用
す

る
フ
レ
ッ

シ
ュ
コ

ン
ク
リ

ー
ト
の
空

気
量
が

4
.5
～

6
.
0
% 

－
 

－
 

通
水
性
 

水
理
計
算
 

－
 

計
画

大
通
水
量

を
安
全

に
流
下
で

き
る
こ

と
 

－
 

－
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巻末資料 
 

 

２.鋼矢板及び軽量鋼矢板の断面性能及び製品規格図 

 

(1) 鋼矢板 

 ① U 型鋼矢板（ラルゼン系） 

 ② U 型鋼矢板（ラカワナ系） 

 ③ ハット形鋼矢板 

 

(2) 軽量鋼矢板 
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(
1
)
 
鋼

矢
板
 

 
①

 
U
型
鋼

矢
板
（

ラ
ル
ゼ

ン
系

）
 

 

               

 
 

鋼
矢

板
の

 

形
式

 

S
P
-Ⅱ

 

S
P
-Ⅲ

 

S
P
-Ⅳ

 

S
P
-Ⅰ

A 

S
P
-Ⅱ

A 

S
P
-Ⅲ

A 

S
P
-Ⅳ

A 

S
P
-Ⅴ

L 

S
P
-Ⅵ

L 

S
P
-Ⅱ

W 

S
P
-Ⅲ

W 

S
P
-Ⅳ

W 

表
 

U
型

鋼
矢

板
（

ラ
ル

ゼ
ン

系
）

断
面

性
能

一
覧

表
 

腐
食

前
腐

食
後

（
2m

m
）

断
面

二
次

モ
ー

メ
ン

ト
断

面
係

数
壁

幅
1m

当
り

壁
幅

1m
当

り
cm

4
/m

cm
3
/m

70
80

70
8

14
30

0
11

40

-
-

33
20

0
19

50

34
20

40
2

82
70

68
6

19
20

0
12

80

36
20

0
19

60

57
30

0
28

70

79
10

0
35

10

10
50

0
81

0

27
50

0
15

30

49
90

0
23

80

出
典

：
「

鋼
矢

板
 

Q
&A
（

H2
9
.
3
）
」

（
一

社
）

鋼
管

杭
・
鋼

矢
板
技

術
協

会
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②
 
U
型

鋼
矢

板
（
ラ

カ
ワ
ナ

系
）

 

表
 

U
型

鋼
矢

板
（

ラ
カ

ワ
ナ

系
）

断
面

性
能

一
覧

表
 

 

 
 

出
典

：
「

鋼
矢

板
 

Q
&A
（

H2
9
.
3
）
」

（
一

社
）

鋼
管

杭
・
鋼

矢
板
技

術
協

会
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③
 
ハ

ッ
ト
形

鋼
矢
板
 

表
 

ハ
ッ

ト
形

鋼
矢

板
断

面
性

能
一

覧
表

 

鋼
矢

板
の

 

形
式

 

S
P
-
10

H 

S
P
-
25

H ※
網

掛
け

部
は

、
平

成
29

年
3
月

末
現

在
、

製
造

が
中

止
さ

れ
て

い
る

。
 

断
面

二
次

モ
ー

メ
ン

ト
断

面
係

数

壁
幅

1
m

当
り

壁
幅

1
m

当
り

cm
4 /

m
cm

3 /
m

8
3

0
0

7
1

3

2
0

0
0

0
1

3
2

0

腐
食

前
腐

食
後

（
2m

m
）

出
典

：
「

鋼
矢

板
 

Q
&A
（

H2
9
.
3
）
」

（
一

社
）

鋼
管

杭
・
鋼

矢
板
技

術
協

会
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腐食時の断面性能算定図（鋼矢板） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「鋼矢板 設計から施工まで（2014.10）」「鋼矢板 設計から施工まで（2000.3）」 

（一社）鋼管杭・鋼矢板技術協会 
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SP-II

注 1）α＝1.0 の直線で予測することとする。 

注 2）α＝背面土側腐食深さ（t2）/水路側腐食深さ（t1）であり、α＝1.0 では

t1＝t2 となるため、t1 は表裏合わせた腐食深さの 1/2 である。

η
：
腐

食
後

の
断

面
性

能
低
減

率
（

％
） 

 

t1：水路側腐食深さ 

SP-IA

t1：水路側腐食深さ 

η
：
腐

食
後

の
断

面
性

能
低
減

率
（

％
）
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SP-IIA

SP-IIw

t1：水路側腐食深さ 

η
：
腐

食
後

の
断

面
性

能
低
減

率
（

％
）

 

注 1）α＝1.0 の直線で予測することとする。 

注 2）α＝背面土側腐食深さ（t2）/水路側腐食深さ（t1）であり、α＝1.0 では

t1＝t2 となるため、t1 は表裏合わせた腐食深さの 1/2 である。 

η
：
腐

食
後

の
断

面
性

能
低
減

率
（

％
） 

t1：水路側腐食深さ 
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 SP-IIIA

 

SP-III

t1：水路側腐食深さ 

注 1）α＝1.0 の直線で予測することとする。 

注 2）α＝背面土側腐食深さ（t2）/水路側腐食深さ（t1）であり、α＝1.0 では

t1＝t2 となるため、t1 は表裏合わせた腐食深さの 1/2 である。 

η
：
腐

食
後

の
断

面
性

能
低
減

率
（

％
）

 
η
：
腐

食
後

の
断

面
性

能
低
減

率
（

％
）

 

t1：水路側腐食深さ 
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 SP-IV

注 1）α＝1.0 の直線で予測することとする。 

注 2）α＝背面土側腐食深さ（t2）/水路側腐食深さ（t1）であり、α＝1.0 では

t1＝t2 となるため、t1 は表裏合わせた腐食深さの 1/2 である。 

η
：
腐

食
後

の
断

面
性

能
低
減

率
（

％
）

 
η
：
腐

食
後

の
断

面
性

能
低
減

率
（

％
）

 

t1：水路側腐食深さ 

t1：水路側腐食深さ 

SP-IIIW
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SP-IVA

η
：
腐

食
後

の
断

面
性

能
低
減

率
（

％
）

 

t1：水路側腐食深さ 

 SP-VL 

η
：
腐

食
後

の
断

面
性

能
低
減

率
（

％
）

 

t1：水路側腐食深さ 

注 1）α＝1.0 の直線で予測することとする。 

注 2）α＝背面土側腐食深さ（t2）/水路側腐食深さ（t1）であり、α＝1.0 では

t1＝t2 となるため、t1 は表裏合わせた腐食深さの 1/2 である。 
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SP-VIL 
η
：
腐

食
後

の
断

面
性

能
低
減

率
（

％
） 

t1：水路側腐食深さ 

注 1）α＝1.0 の直線で予測することとする。 

注 2）α＝背面土側腐食深さ（t2）/水路側腐食深さ（t1）であり、α＝1.0 では

t1＝t2 となるため、t1 は表裏合わせた腐食深さの 1/2 である。 

 SP-IVW

η
：
腐

食
後

の
断

面
性

能
低
減

率
（

％
）

 

t1：水路側腐食深さ 

巻末-21



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SP-10H 
η
：
腐

食
後

の
断

面
性

能
低
減

率
（

％
）

 

t1：水路側腐食深さ 

SP-25H 

η
：
腐

食
後

の
断

面
性

能
低
減

率
（

％
）

 

t1：水路側腐食深さ 

注 1）α＝1.0 の直線で予測することとする。 

注 2）α＝背面土側腐食深さ（t2）/水路側腐食深さ（t1）であり、α＝1.0 では

t1＝t2 となるため、t1 は表裏合わせた腐食深さの 1/2 である。 
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